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明日を担う若者のためのIPv6セミナー2008 
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現在のIPアドレスの管理分配構造
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最近のアドレス割り振り量
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Goeff Huston予測 

• 未分配のIPv4アドレスの在庫は2010年になくなると予測 
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IANA在庫は2010年
に枯渇(予想) 

現在の残り 

 42 x /8 

Geoff Huston ”IPv4 Address Report” より　(http://www.potaroo.net/tools/ipv4/) 

注；2006年10月時の予測



JPNIC予測 
•  各種経済統計を多変量解析してアドレス需要を予測 
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JPNICが実施した独自予測の結果

アドレス量上限と 
照らしあわせると 
2011年に在庫枯渇と 
推定



アドレス再利用できないの？？ 
•  利用していないアドレスの回収・再分配 

–  すでに取り組んでいるが、返却はわずか 
•  旧クラスAで4個分 

–  使われていないアドレスはそれほどない 
•  半分はグローバルルーティングテーブルに乗っている 
•  半分はイントラで利用し、リナンバリングしないと返せない状況と推
測 

–  仮に/8が10個回収できても、再分配一年分もない 

•  アドレス取引市場化 
–  現在のポリシーは譲渡原則禁止 
–  課題山積み 

•  歴史的アドレスの正当性の問題 
•  南北問題 
•  アドレス資産化にともなう問題 
•  国際取引に関する問題　・・・ 
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当然、取り組むべき 
施策ではあるが、 
効果は限定的



３つの枯渇対策 
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枯
渇

2010-1

仕組み・効果が未知数 
どのみち対策寿命は短い 

②IPv4 privateの利用

③IPv6の導入

2012-3?

①IPv4再利用

サービスがデグレする 
新規事業者、サーバ事業
者には有効ではない 

課題

課題

課題

唯一、全体的で永続的な解 

事業継続性の観点から 
コストをかけても 
いずれかを進めていかないと 
いけない



IPv4枯渇問題の特徴 

しかし… 
•  みんなが対応しないと解決にならない 
•  バラバラな対応が全体のコスト高を生む 
•  ある人の不対応が別の人のコストとなりうる 
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アドレスをたくさん
もっている　 
または 
ネットワーク拡張
の予定がない

アドレスがあまり
持っていない 
または 
ネットワーク拡張を
計画している

枯渇でも困らない 枯渇で困る

新規事業者

プライベート
アドレスで 
運用している

192.168
….

×
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IPv4アドレス枯渇問題の特徴　その２ 
•  技術的課題をじっくり解決している時間がない 
•  以前考えていた解決法だけは役に立たない 

–  IETFとかv6協議会の移行検討とは前提が変わっている 

•  運用が進まないと技術も進まない・製品も育たな
い 

IPv4

IPv6

以前の前提今の前提
IPv4 globalと 
IPv6 globalの 
Dual Stack

IPv4 global/privateと 
IPv6の共存 

あるいはIPv6 onlyの考慮 
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IPv6オンリーサーバでの問題 
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IPv4インターネット 

IPv6インターネット 

IPv4インターネット 

トランスレータ トランスレータ 

ウェブサーバ DBサーバ クライアントPC 
NAT 

NAT 
IPv4クライアントPC 

IPv6クライアントPC 

IPv4ウェブサーバ 

DBサーバ 

IPv6ウェブサーバ 

DBサーバ 

ルータ 

ルータ 

ルータ 

◆ 現在の一般的な構成 

◆ IPv4枯渇以降の構成 

ここに振るIPv4グ
ローバルアドレス
は？？？ 

困難 

容易 

プライベートIPv4 
グローバルIPv4 
IPv6 

ISPが提供 
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シナリオ？ 

ネットワーク
バックボーン 

IX 
アクセス 

管理系などの周辺

企業

家庭

サーバ 
iDCなど

まずはバックボーン・IXから。 
続いて、アクセス系やサービ

スの検討へ。 

枯渇で一番困るのが
サーバ事業者。現状、
危機感不足。 

ネット側へのIPv6対
応を要望していくべき。 

メリットのある
ところから徐々
に導入

インフラは百年の計。 
つべこべ言わず、 
やるべし！ 

ホームサーバ、 
家電など徐々
にIPv6化

２００８２００９‐１０２００９‐１２ ２０１０‐ ２０１４？ 



IPv6導入状況 
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ビジネスタイムライン 
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1980 1996 2004 

OCN 

Yahoo BB! 

標準化

1995 2005 2008 

楽天

アマゾン

インターネットIPv4 

次世代インターネットIPv6 

メール・
ウェブ

ユビキタス
標準化

インフラ

ライブドア

ビジネス 松井証券

OCNv6 NTT西日本
フレッツプレミアムインフラ

ビジネス

ファシリティ管理

インフラ高度化

健康福祉、医療
その他の新応用

IIJ 

学術利用

学術利用



IPv6商用化・実利用に向けた状況 
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ルータ等の
通信装置

ISP/キャリア

周辺機器
(FW, Printer等）

OS 

アプリ

ソリューション

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

一部ベンダ
で商用化

ほとんどの
主要ベンダ
で商用化

一部ベンダ
で商用化 ほとんどの主要ベ

ンダで商用化

Vista 

一部ISPで
商用化

一部ベンダ
で商用化

主要キャリア
で商用化

一部ベンダ
で商用化

実利用ソリュー
ション登場

Now 

Now 

2008 

NTTフレッツ



WindowsVistaのインパクト 

•  IPv6プロトコルが標準でON 
•  IPv6の特徴を活かせるいくつかの実装 

–  IE、Mail、Messenger、ファイル共有、IPsec、Firewall 
–  P2Pな情報交換、E2Eの機密性確保 

•  一方で、IPv6統制の必要性 
– セキュリティ上の問題 

•  自動トンネルによるIPv6到達性 
•  RA詐称 

–  IPv6協議会のIPv6端末OS評価 
 SWGで評価レポート 
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企業システムへのVista適合検証に併せて、
IPv6の的確な統制の検討が必要となる。

• 　インパクトの把握
• 　ON/OFFの判断



IPv6マルチキャスト技術の利用拡大 
•  塾の遠隔授業（Becare） 

–  衛星と比べコストが最大で1/10に 
•  イニシャル：数億円⇒2,000万円弱 
•  ランニング：1,000万円/月⇒100万円/月 

–  有名講師が全校舎を担当 
•  レベルを均一化、1授業当たりの利益向上 

•  地震速報（NTT東日本） 
–  気象庁の緊急地震速報の配信実験 
–  緊急性、リアルタイム性、配信効率性 

•  コンビニ店舗への一括配信（FamilyMart） 
–  6,000店舗をデュアルスタック化 
–  衛星からブロードバンド&マルチキャストへ 
–  キオスク端末への新商品キャンペーン、従業員向け 
　　マニュアル等の大容量ファイル一括配信 
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授業配信（Becare）

フレッツフォン（NTT東）

キオスク端末（Familymart）



ビル設備管理システムでのIPv6利用始まる 

•  松下電工（汐留ビル） 
–  照度計や温度計と連動して照明や空調を最適に制御 
–  38%の省エネを実現 

•  NTTファシリティーズ 
–  IPv6BASの開発 
–  さいたま新都心ビルへの導入 

•  東京都（東京都美術館、東京芸術劇場） 
–  H17年度の総務省v6移行実験 
–  ビル施設のリモート管理制御、エネルギー削減、顧客サービス向上 

•  ファシリティ･ネットワーキング相互接続コンソーシアム（IPv6普及高度
化推進協議会） 
–  ビル管理システムの業界標準プロトコル（BACnet、Lonworks）をIPv6ネッ
トワークで相互接続 

–  約30の団体、企業が参加 
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国防総省 
•  Global Information 
Grid（GIG）  
–  オープンシステムに基
づく世界的なIPv6ネッ
トワークに上にセン
サー/兵器/プラット
フォーム/情報/人間な
どを配置。相互通信 

–  IPv6に期待するもの 
•  運用の容易性 
•  P2Pセキュリティ 

•  スケジュール 
–  2003年10月国防総省
調達物品をIPv6 対応 

–  2005年検証完了 
–  2008年までに移行完了
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国防副長官 John P. Stenbit 氏「IPv6 を
国防総省関係部局全体で採用することによ
り、状況がめまぐるしく変化する戦場にお
ける兵士の安全や通信を確保できるように
なる。作戦行動や戦闘をネット中心型のもの
にするという目標達成は、IPv4 からの効果
的移行が鍵だ」 

図は国防総省プレゼンより引用



平成１７年度　ＩＰｖ６移行実証実験概要　（その１） 
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■庁舎ﾋﾞﾙ･ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ･ｻｰﾋﾞｽ（東京都）
複数の文化施設等において豊富なＩＰｖ６アドレス
を利用し、遠隔で空調やエレベータを一括でビル
管理を実施。省エネ・運用コスト削減を実現。
同ＩＰ網を活用したアプリケーションも併せて実施。

■ｾｷｭﾘﾃｨﾀｳﾝ・ｻｰﾋﾞｽ（川崎市万福寺）
情報送付先ごとの振り分け機能を開発し、ＩＰｖ
６の各種設定簡素化 を利用し、防犯対策のた
めの映像情報配信を安全に実施しセキュリ
ティ・タウンサービスを実施。

バイタルセンサー 
（血圧／脈拍／体温）

■ﾐｭｰｼﾞｯｸﾀｳﾝ･ｻｰﾋﾞｽ（沖縄）
ＩＳＰを跨いだIPｖ６動画マルチキャ
ストを実現し、遠隔の大都市への情
報配信を実現。。

ＩＳＰ１

ＩＳＰ２

♪ 遠隔の
大都市

■区議会中継サービス（台東区）
ＩＰｖ６の特徴である複数拠点への配
信機能を本格的に活用し、高画質動
画配信を行う議会中継システム を構
築。

職員PC 

■住民相談サービス（台東区）
ＩＰｖ６のセキュリティ機能を利用し、遠
隔住民相談システムを構築。住民
サービスを効率化。

区職員（遠隔地）

住民相談用
キオスク端末

■住民向けPush型情報提供ｻｰﾋﾞｽ
（大阪市近郊）
ＩＰｖ６の情報のプッシュ機能を利用
し、情報提供サービスを構築。

プッシュ型による
情報配信

地方公共団体からの
情報提供

！ 

セキュリティボックスつき
マルチサービス対応街灯システム

監視カメラ

街灯

防犯ブザー
危険時の
通過時刻把握

■在宅ケア支援システムサービス（旭川市）
ＩＰｖ６の特徴である情報push機能を利用し、
ケア端末を遠隔制御する宅内ケアサービスの
実現とともに、ＩＰｖ６移動体端末による訪問
サービスを実施。 

ペンダント型 
送信機 

緊急通報

ケア端末 
（ＩＰｖ６） 

マイク付
カメラ

訪問者

ＩＰｖ６
携帯端末 連携 消防本部

緊急時に
遠隔起動 

地方公共団体：

街灯管理

セキュリティ

会社等

管理組合（住人）

への映像配信

無線LAN 
ステーション一括ﾋﾞﾙ

管理ｾﾝﾀｰ 

IPv6の具体的な利活用方法について幅広く実証実験を行い、IPv6に関する技術的課題の解決を図るとともに、その利活用メリット
等の評価を行う。実証実験の成果はガイドライン等に取りまとめ国内外へ広く公表し、IPv6利用の拡大と移行を促進する。 

総務省報道発表資料より



平成１７年度　ＩＰｖ６移行実証実験概要　（その２） 
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■防災情報収集サービス（新冠町）
ＩＰｖ６の特徴である接続の容易性、維持管理のし
やすさを活用し、画像による定点観測や携帯端
末による迅速かつ柔軟な情報提供、音声通話等
のシステムを構築。

■地域医療ネットワーク（和歌山）
ＩＰｖ６の特徴である安全なend-to-endの通信
機能を利用し、高い個人情報保護機能を備え
機関をまたがる医療連携システムを構築。 

■環境モニタリング（鳥取）
ＩＰｖ６のプラグアンドプレイ機能を活
用し、希少センサーの効率的使用
のためのセンサー簡易移動システ
ムを実現。

■自然再生監視（宮古島）
ＩＰｖ６の特徴である豊富なアドレスと
プラグアンドプレイ機能を活用し、自
然再生プロセスの継続的モニタリン
グシステムの構築。

■遠隔メータリング（高知）
ＩＰｖ６のプラグアンドプレイ機能による
ＩＰアドレスの固定化機能を利用し、
遠隔メータ検針の遠隔監視システム
を構築。

■学校間映像配信（広島）
ＩＰｖ６の任意の端末への直接到達性
の特徴と複数拠点への配信機能を
活用し、教材コンテンツの配信や、遠
隔授業等の教育ネットワークシステ
ムを構築。

■地域デジタルミュージアム（富山）
ＩＰｖ６に対応した携帯電話一体型の移動体端
末を使い、地域の自然・史跡・生活に根ざした
学習財情報を多数の無線ＬＡＮスポットにより
配信し、移動にも対応した学習システムを構築。

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

ｼﾘｱﾙ通信： ：

ＩＰネットワーク網（ＩＰｖ６網）
非ＩＰネットワーク網

在宅学習 

比較学習 
事前学習 

現地での学習 

市民講師 
携帯移動機による 

IPv6通信の実現 

無線LAN 

位置情報連携 

IPv6移動体端末 

デジタル・ 
ミュージアム 
アーカイブ 

施設での学習 
（社会教育施設等） 

消防本部
監視カメラ

データベース

簡易移動

センサー
センサー

 災害情報の提供/情報提供

監視カメラ

在宅医療

遠隔医療

症例検索

調剤薬局

センサー

カメラ

総務省報道発表資料より



IPv6って？ 
IP  蒸気機関 

IP／インターネット当時、他にも同等
（に見える）ものはあったが、結局大き
な差に 
・v.s. パソコン通信、ATM/FR 

IPv6は新規技術というよりIPv4の改良
版？ 
IPv6は破壊的イノベーションか？ 

登場当時、他にも動力はあった 
　馬 
　同時期にスターリングエンジンという
技術も発明されたが使われなかった 

ワットの蒸気機関は改良版？ 

来るべきユビキタスソリューション／プ
ラットフォーム上で多くの応用がイノ
ベーションとなる 
イノベーションのenabler？ 

交通機関や工場への応用によりイノベー
ションとなる 
イノベーションのenabler 

IP(IPv6)はイノベーションだったという
歴史的な評価？ 

蒸気機関はイノベーションだったという
歴史的評価 
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IPv6の価値とは？ 

•  時代の変革期にインターネットが果たす役割 
•  IPv6の本質 

– アドレス量？ 
– 「量の変化が質の変化に」 

•  アドレスの使い方が変わる 
•  モノがつながる 

– 今まで得られなかった情報 
– 産業とモノと情報 

•  今後のイノベーション期待 
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ご清聴ありがとうございました 
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‐ ご質問・お問い合わせ先 ‐

E-mail : info@inetcore.com 

URL : http://www.inetcore.com/ 

IPネットを活用した 
技術戦略支援は 
ネットコアで 


